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　中田・今泉編（2002）による「活断層詳細デジタルマップ」の初版（以下，旧版と呼ぶ）から16年が経過

し，その改訂版を新編として2018年3月に刊行した。新編の全体概要は宮内ほか（2018，本大会）で紹介さ

れる予定であるが，本発表では，新編の改訂内容のうち，活断層の定義と凡例，断層線情報と活断層帯，断層

関連情報と文献情報について紹介する。 

　1）活断層の定義と凡例：旧版における活断層の定義を踏襲し，50万年（第四紀中期）以降に活動した証拠

（断層変位地形）の確度に従い，「活断層」と「推定活断層」の2種類とした。地下構造探査の記録に基づく

「伏在活断層」，および文献に基づく「地表地震断層」の凡例を新たに設け標記した。 

　2）断層線情報と活断層帯：断層線情報は，原則として旧版の著者による判読に基づくが，明白な誤記・誤

写を修正，記載漏れを追記した。旧版以降の新知見については，協力者の支援を得て，編者の判断で最小限の

追加を行った。これらの断層線を，断層の走向や変位様式，および反射法地震探査等の地下構造に関する研究

成果を考慮してグループ化し，個別の名称を持つ活断層帯とした。 

　3）断層関連情報と文献情報：新編では，断層関連情報として，断層変位量や変位基準に関する情報（関連

情報）と，トレンチ調査および反射法地震探査測線の位置を収録した。関連情報は，判読によるものと文献に

よるものがあり，このうち文献に基づくものは2017年8月までに公表された文献に基づく。トレンチ調査およ

び反射法地震探査測線の位置も同様である。文献情報は，活断層調査に関連する文献を網羅的に収集し，活断

層帯ごとに整理して収録した。文献の収集にあたっては，2017年8月までに発行された活断層調査に関連する

学術論文，出版物および官公庁による報告書を主な対象とした。 

　これらの断層情報は，基図として用意された電子地形図およびDEMから作成された斜度図上に表示さ

れ，Microsoft Windows 7（32bit, 64bit）以降のPCに対応したビューアソフトで閲覧することができる。ま

た，断層線情報は，立体地形図および立体斜度図に重ねられたアナグリフ方式の立体活断層図として閲覧可能

である。なお、立体活断層図の作成原理や特徴については白澤ほか（2018，本大会）を，ビューアソフトの

詳細については佐々木ほか（2018，本大会）を参照されたい。 

　新編に収録された断層線の総延長は，活断層が約8000km，推定活断層が約4500kmであり，活断層帯の数

は245となった。新たに括られた活断層帯として，東北地方の出戸西方断層帯，横浜断層帯，仁賀保断層

帯，中部地方の国中平野北断層帯，板取断層帯，中国地方の栄谷断層帯，奈古断層帯，地福断層帯，九州地方

の宇美断層帯，牛頸山北麓断層帯，日向峠－小笠木峠断層帯，佐賀平野北縁断層帯，市来断層帯などがあ

る。断層関連情報は，関連情報が判読によるものと文献によるものを合わせて約8000点，トレンチ調査の位

置が約750点，反射法地震探査測線の位置が約500点収録されている。文献情報は約6000である。 

　1995年兵庫県南部地震以降，地震に関する調査研究は文部科学省地震調査研究推進本部を中心として急速

に進展し，調査結果の公表とあわせて評価体制も着実に整備されてきた。活断層に対する調査研究も，大学は

じめ国の研究機関や地方自治体を通して次々に実行され，様々な成果が得られている。活断層の調査研究が進

展・多様化するにつれて，断層変位地形の判読を中心とした研究に加え，反射法地震探査を中心とする活断層

の地下構造の解明も進み，活断層に関連する情報が急速に増加している。また，最近では本書と同種の活断層
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の画像情報や諸元情報などが，国の研究機関等からインターネットを介して公表されはじめている。 

　本書は，これらの調査・研究成果をできる限り取り込み，そのタイトル通り活断層の位置を，その様態を含

めて可能な限り詳細・忠実に表示することを第一の目的としており，その結果が電子媒体で広く活用できる状

態にある。本書は，同種の活断層図のなかで，詳細な位置情報と豊富な関連情報をもつ日本全国を対象とした

唯一の詳細な活断層のデータベースである。 

　本書の断層情報および断層関連情報の収集にあたっては，石山達也氏，岡田真介氏，楮原京子氏，金田平太

郎氏，熊原康博氏，後藤秀昭氏，廣内大助氏，松多信尚氏にご協力いただいた。ここに記してお礼申し上げま

す。
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